
1 

  

第 5号 ２981回例会 ２０１7年  8月  3日（木） 

 

2017-18年度 RＩテーマ 

ロータリー： 

変化をもたらす 

細井保雄ガバナー公式訪問例会開催   

国際ロータリー第 2570 地区ガバナー公式訪問   於;武蔵クラブ 

＜ビジター・ゲスト＞ 

第 2570地区ガバナー 行田さくらロータリークラブ 細井   保雄   様 

第 3グループガバナー補佐 飯能ロータリークラブ 木川   一男  様 

第 2570地区副幹事 行田さくらロータリークラブ 島崎   義春  様 

第 2570地区副幹事 行田さくらロータリークラブ 半田    太   様 

第 2570地区副幹事 行田さくらロータリークラブ 五十畑 和彦 様 
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＜会長の時間＞ 関谷永久会長 

本日は当地区ガバナー

細井保雄様をお迎えして

の例会そしてクラブ協議

会を開催できる事を感謝

申し上げます。 

今年度の細井ガバナー

のテーマは「RI戦略計画

を皆で一緒に実行しよう」です。そして 18

の地区目標を掲げています。 

当クラブではこれらのガバナー方針に

沿って活動計画を作成しました。私が一番

に挙げたいのはロータリー財団のグロー

バル補助金を利用して一昨年の地震で一

万人余りが亡くなられたネパールの被災

学校への教育設備装備品などの支援プロ

ジェクトプランです。 

RIロータリー財団はクランプ氏が「世界

で善いことをしよう」の趣旨で 100年前に

創立しました。1985年に始まったポリオプ

ラスは今も継続しています。支援を受ける

人々の生活を良く変えて行く為の社会奉

仕事業は持続的可能性を高めるための継

続的な活動が必要と思っています。思い遣

りの心とその実践は必ずや人々の生活に

変化をもたらすと RI 会長の言葉通りだと

信じています。また他に当クラブではロー

タリー財団の地区補助金を利用し、クラブ

独自で地域社会及び人々の生活に変化を

もたらす事業計画も準備をしています。 

私達はどんな地域でもインテグリティ

とリーダーシップを備え発揮して自分た

ちのスキルを十分に活用することで社会

奉仕、社会貢献を行う事が出来ます。又、

その事を地域社会から期待されるのが私

達ロータリアンであるはずです。当クラブ

には米山記念奨学会諮問委員の PG 石川会

員、クラブ奉仕委員長の水村会員、社会奉

仕委員長の斎藤会員はじめ９名の地区役

員がいます。この方たちは細井ガバナーの

テーマであります戦略計画と 18 の地区目

標を実施成功させるために全力で地区内

クラブに働きかけ側面からサポートして

いることと思います。私達はその努力に大

きな期待をしています。 

今月は会員増強月間です。日本の会員は

私の入会した 1995 年は最盛期で平均一ク

ラブ 58人でしたが今は 39人です。しかし

安易に数字の比較をしても増強の大きな

担い手にはなりません。京都 RCPG 小谷隆

一氏は講演で会員増強というものが単に

会員の数だけ増やすものであってはいけ

ないと言うことを半面考えながら、半面で

それではどの様に考えるべきかという事

の答えとしては、結局自分のロータリーク

ラブを良くすること、魅力的にすること、

立派な奉仕活動をすることが大事。それを

地域社会の人たちが見て聞いて或いは新

聞記事等で読まれ「そんな団体があるなら

自分も入りたい」と思われる。その様な状

況において友人のロータリアンが手を差

し伸べると良い結果として会員増強をも

たらすと言っています。小谷氏はすでに大

幅見直しの戦略計画が出る 15 年も前に公

共性と認知度に付いてその必要性重要性

を説いています。とくに若い人の入会はク

ラブを活気づけ、奉仕活動をしてロータリ

アンなら誰でも自分達の活動の影響力を

実感したときに人生が変るような体験を

します。この様な個人的な体験こそがロー

タリーに入会し会員として留まり続ける

理由となっていると思います。私は数の変

化にばかりとらわれがちな会員増強はこ

こに大切なポイントがあると考えます。 

 

＜幹事報告＞ 宮崎正文幹事 
第 2回定例理事会報告（7月 27日開催） 

〈協議事項〉 

1. 9月のプログラムについて 

2. 前年度決算について 

3. 万燈まつり協賛金支出について 

4. 2019～20 年度及び 2020～21 年度地区

ガバナーを選出するための指名委員会

設置の提案について 

5. ネパール人道支援の件は、次回臨時理

事会に持ち越して協議 

6. 九州北部豪雨災害の義援金支出につい

て、入間クラブ独自で「大分臨海ロータ

リークラブ」に、300,000円を送る 

●委員長報告 
地区クラブ奉仕部門  水村雅啓委員長 

地区で 23年ぶりに会員数 30人の増加が

達成できました。細井年度でもこの傾向を

維持し、来年も良い報告ができるように、

皆さんと協力してまいりましょう。 
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ロータリークラブ

は、私にとって「自己

研鑽」の場所です。会

長や色々な役職に就

くことで、学ぶこと

が出来、向上するこ

とが出来ます。ガバ

ナーも、より高度な

人間になるためのチ

ャンスと考えております。 

2016 年規定審議会でクラブ運営に大蝠

な柔軟性ができ、例会の頻度、場所、方法

および会員種類に関する変更が含まれま

した。ロータリーは 15 年間、会員資格、

職業分類、クラブ運営に革新性を取り入れ、

試験的プログラムを実施してきました。 

ポール・ハリスの「ロータリーとは何か」

何千人のロータリアンに聞けば、何千通り

の答が返ってくるだろう。しかしもしロー

タリーが、より寛容で、より他の人の良さ

を認め、より他の人と親しく交わり、助け

合うようにしてくれるなら、そして、人生

の美しさと喜びを発散し伝えるようにし

てくれるなら、それが我々が求めるロータ

リーのすべてである。それ以上ロータリー

に何を求めることがあろうか。非常にヒュ

ーマニズムの精神にあふれた言葉と思い

ます。広大なコロシウムの座席が、ロータ

リアンで埋め尽くされ、中央にポール・ハ

リスが立つ、そして何か一言ロータリアン

の大衆に向かって叫んでほしいと言われ

れば、瞬時の躊躇もなく大声で、寛容と叫

ぶだろうと述べています。“寛容”は彼に

とって、本当に重要な、ロータリーの心な

のです。 

四つのテストは、シェルドンが提唱した

「最もよく奉仕する者、最も多く報いられ

る」“He profits most who serves best”

のモットーで表現される職業奉仕の理念

であり、もう一つは、他人のことを思い遣

り、他人の為に尽くすという「超我の奉仕」

“Service above self”のモットーで表現

される人道的奉仕理念だと言うことがで

きます。 

 

エディンバラのステフェンソン博士は

日く、真個の目的は唯一つである、夫れは

人生を支配する最も適切なる原動力とし

てサーヴィスの概念を発揚することであ

ると。現在我等が目的と呼んでいる若干の

ものを、彼は唯一の目的を達成するための

手段方法と考えているのである。国際ロー

タリーの書記長ペリーは、サーヴィスを以

てロータリーの基本大道となし、四個の主

要機能はその基本大道を構成する通路で

あるとなして居る。 

日本の初代のガバナーは米山梅吉さん、

二代目は井坂孝さん、三代目は村田省蔵さ 

んです。三人のガバナーとも財界の重鎮で

したが、同時にロータリーを深く愛し、良

く理解しておられました。井坂さんは月信

で、ロータリーの本質を的確に述べておら

れます。なお注意すべき事は、奉仕という

言葉を意識的に避け、原語の「サーヴィス」

で押し通しておられる事です。サーヴィス

を奉仕と訳せば、意味が大きく変わるため

でしょう。サーヴィスは、思いやりをもっ

て、人のためになる行為です。それに対し

奉仕は、第一の意味は仕えまつることであ

り、概念が大きく異なります。 

ロータリーが 112年続いているのは「良

い事を行ってきた」から継続してきました。 

私が作詞作曲しました「ロータリーを他

人に告げる歌」は4つのテストをヒントに、

ロータリーを知って貰う為に歌にしまし

た。石川 PG から 3 分間のスピーチを行う

には、8 時間の情報収集等を勉強すれば、

ロータリーを人に理解して頂けるお話が

できるとお聞きし、今も実行しています。 

ＲＬＩ3 つのスパイラル“①リーダーシ

ップ②サービス③会員増強”とロータリ

ーの中核的価値観“①奉仕②親睦③多様性

④高潔性⑤リーダーシップ”は一致してい

るといえるでしょう。ロータリーは正しい

職業奉仕を一生懸命実践すれば、事業が旨

くいき、幸せになると思います。私も高い

思いやりをもって、ロータリーをもっと実

践して、もっと事業を繁栄させて、皆さん

と一緒に幸せになりたいと思います。ご清

聴ありがとうございました 

■■■ガ バ ナ ー 公 式 訪 問 卓 話■■■ 

国際ロータリー第２５７０地区 ガバナー  細井 保雄 様 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 田中快枝ＳＡＡ 

細井保雄ガバナー、木川一男ガバナー補佐～本日は宜しくお願い致します。 

齋藤金作君、石川嘉彦君、関谷永久君、宮崎正文君、田中快枝君、水村雅啓君、吉永

章子君、齋藤栄作君、友野政彦君、忽滑谷明君、豊田義継君～細井ガバナー、木川ガ

バナー補佐、地区副幹事の皆様ようこそ入間クラブへ 一年間宜しくお願いします。 

豊田義継君～大分臨海 RC への災害見舞金ありがとうございます。パストガバナーを

はじめ皆様からよろしくと伝言がありました。定めて礼状や報告があると思います。 

杉田宏充君～早退します。      本日\22,000 累計\135,000 

発行 入間ロータリークラブ 
■事務所：〒358-0023 入間市扇台 3-3-7ハイツ斎竹 101号 Tel.04-2964-1700 Fax.04-2965-5788 

■Email   iruma－rc＠jupiter.plala.or.jp 

■例会場：丸広百貨店入間店６Ｆバンケットホール Tel.04-2963-1111 

■例会日：木曜日 12：30～13：30 ■会報委員：吉沢誠十 吉永章子 繁田光 間野尚 佐藤輝武 

 

細井ガバナーの公式訪問を

歓迎して、恒例の「ロータリ

ー美術館」を開催。石川嘉彦

会員、齋藤金作会員、水村雅

啓会員、山根宏夫会員、吉沢

誠十会員の説明を聞きながら

美術品等を楽しんでいただき

ました。 

第 3回クラブ協議会 クラブ協議会は RLI方式を採用し討論会形式で行いました。 

馬路宏樹会員･齋藤栄作会員・忽滑谷明会員のディスカッションリーダーの元、3 グ

ループに分かれ 3つのテーマについて、どのように認識しているか、過去の活動、今後

どのような活動をしたいか等の活発な意見交換がされました。 

① ｢クラブのサポートと強化を行うにあたり親睦の果たす役割｣ 

② ｢人道的奉仕活動を行うにあたりリーダーシップの果たす役割｣ 

③ ｢公共性と認知度の向上はなぜ必要なのか｣ 

最後に細井ガバナーより直接お考え・ご指導を頂きました。 


